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平成13年度石棲同窓会

総会終わる
平
成
は
年
度
の
石
桜
同
窓
会
総
会
は
、
相
月

柑
日
（
金
）
午
後
6
時
か
ら
盛
岡
市
駅
前
の
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
お
よ
そ
6
0
名
が
出
席
、
会
務
報
告
、

決
算
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
役
員
改
選
案
も

上
程
さ
れ
て
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

総
会
は
事
務
局
の
武
田
共
和

氏
（
新
2
1
回
）
の
司
会
で
開
会
。

下
河
原
善
嗣
離
二
新
5
回
）
会

長
が
登
壇
し
て
挨
拶
し
た
。

昨
年
1
1
月
に
は
母
校
創
立
7
0

周
年
記
念
事
業
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
賛
同
に

基
い
て
母
校
生
徒
の
ク
ラ
ブ
活

動
に
役
立
て
よ
う
と
バ
ス
2
台

を
購
入
、
母
校
へ
寄
贈
し
た
。

ま
た
1
1
月
に
は
母
校
に
永
年

勤
続
さ
れ
た
足
沢
至
先
生
（
旧

平成13年度石桜同窓会

菊地校長の挨拶

1
7
回
）
　
の
勲
五

等
瑞
宝
章
受
章

の
御
祝
が
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し

て
今
年
の
春
に

は
新
3
回
生
の

小
林
綾
二
さ
ん

が
石
巻
の
専
修

大
学
の
学
長
に

な
っ
た
こ
と
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
は
、
3
年
の

テ
ニ
ス
部
の
梼

伸
君
が
旗
手
を

務
め
た
こ
と
、

去
年
の
総
会
で

窓
会
の
団
結
を
図
り
な
が
ら
、

母
校
へ
の
協
力
支
援
を
願
え
れ

ば
幸
い
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

議
事
の
審
議
に
入
り
、
平
成

1
2
年
度
会
務
報
告
、
一
般
会
計

決
算
報
告
及
び
特
別
会
計
、
ク

ラ
ブ
強
化
育
成
基
金
報
告
、
監

査
報
告
、
1
3
年
度
事
業
計
画
、

一
般
会
計
予
算
案
、
特
別
会
計

予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
可
決
さ

れ
た
。つ
い
で
役
員
改
選
の
案
件
に

移
り
事
務
局
武
田
真
和
氏
が
説

明
、
さ
ら
に
下
河
原
会
長
か
ら

も
「
体
調
回
復
が
十
分
で
な
い

の
で
今
回
の
改
選
に
当
り
、
辞

意
を
表
明
し
た
い
」
と
の
言
葉

が
あ
っ
た
。

1
0
月
に
開
催
さ
れ
た
常
任
理

事
会
及
び
理
事
会
で
の
経
緯
の

報
告
が
あ
り
、
新
役
員
候
補
者

案
が
上
程
さ
れ
、
全
員
こ
れ
を

諒
承
し
た
。

新
会
長
　
村
上
照
五
郎
（
新
2
回
）

新
机
余
塵
　
竹
花
　
国
夫
薪
8
回
）

新
監
事
　
小
苅
米
淳
一
（
新
1
3
回
）

顧
　
問
　
下
河
原
善
嗣
郎

こ
れ
に
よ
り
副
会
長
は
小
枝

指
博
（
新
9
回
）
村
井
紀
之
薪

1
8
回
）
計
3
名
、
監
事
は
照
井

決
ま
っ
た
母
校
の
校
歌
、
応
援

歌
の
C
D
作
成
が
完
成
し
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
岩
手
奨
学
会

理
事
の
遠
藤
貫
中
元
校
長
が

（
旧
1
回
）
登
壇
。
私
学
の
経
営

は
困
難
な
時
代
に
入
っ
て
い
る
…

が
、
会
長
を
中
心
に
一
層
の
同
“

安
彦
（
旧
9
回
）
と
玉
山
哲
史

（
新
1
1
回
）
　
の
計
3
名
と
な
る
。

議
事
は
以
上
で
終
了
し
、
「
そ

の
他
」
と
し
て
次
の
3
点
が
出

さ
れ
た
。

（
理
事
会
で
の
懸
案
事
項
）

①
会
費
値
上
げ
の
件

収
入
が
新
卒
者
の
終
身
会

曹
∵
入
会
金
だ
け
で
は
名
簿

作
成
の
積
み
立
て
が
で
き
な

い
。
生
徒
数
減
の
傾
向
。
会

費
・
入
会
金
の
値
上
げ
は
学

校
と
の
連
携
が
必
要
。

次
回
の
名
簿
代
を
、
現
在
の

四
千
円
1
五
千
円
に
す
る
。

②
総
会
幹
事
を
回
生
担
当
に
し

て
み
て
は
ど
う
か
二
東
京
石

桜
会
が
実
施
）

（
西
暦
の
下
一
桁
で
懇
親
会

の
企
画
運
営
等
担
当
、
会

場
・
受
付
等
は
同
窓
教
員
が

担
当
）

③
同
窓
会
と
し
て
、
校
歌
・
応
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去
る
1
0
月
1
9
日
、
平
成
1
3

年
度
石
桜
同
窓
会
総
会
に
お

い
て
、
は
か
ら
す
も
第
6
代

の
岩
手
中
・
高
等
学
校
石
桜

同
窓
会
会
長
に
選
ば
れ
ま
し

た
新
二
回
生
の
村
上
で
す
。

下
河
原
前
会
長
が
健
康
上
の

理
由
で
、
今
ひ
と
つ
自
信
を

持
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
こ
の
大
任
を
お
引
き
受

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
前
会

長
の
一
日
も
早
い
健
康
の
ご

回
復
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。さ
て
、
私
は
平
成
1
1
年
度

の
総
会
で
副
会
長
に
選
出
さ

れ
た
と
き
、
右
横
同
窓
会
報

第
2
4
号
に
「
新
副
会
長
と
な

っ
て
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を

掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
述
べ
た
石
桜

同
窓
生
へ
の
考
え
方
は
今
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。
在
校
生
で

あ
れ
、
卒
業
生
で
あ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
面
、
文
化
面
、
そ
の

他
い
ろ
い
ろ
な
面
で
好
成
績

同
窓
会
と
し
て
も
、
母
校

が
ま
す
ま
す
各
分
野
で
活
躍

で
き
る
よ
う
、
ま
ず
も
っ
て

同
窓
生
が
し
っ
か
り
結
束
し
、

在
職
の
教
職
畠
、
在
校
生
と

一
体
と
な
り
、
母
校
の
発
展

の
た
め
に
何
か
役
に
立
つ
こ

い
た
だ
い
た
時
代
と
は
大
分

様
変
わ
り
し
、
2
4
時
間
営
業

の
お
店
が
出
来
た
り
、
携
帯

電
話
・
パ
ソ
コ
ン
・
車
等
、

本
当
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
と
い
う
も
の

同
窓
会
長
に
就
任
し
て

を
あ
げ
た
り
、
表
彰
を
受
け

た
な
ど
と
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、

あ
る
い
は
人
づ
て
に
聞
こ
え

て
き
ま
す
と
「
頑
張
っ
て
い

る
な
－
」
と
、
そ
の
日
一
日

が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

石
桜
同
窓
会
会
長
　
村

と
が
な
い
か
を
考
え
、
実
行

す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

今
、
世
の
中
は
、
私
が
岩

中
・
岩
高
に
生
徒
と
し
て
、

ま
た
教
員
と
し
て
お
世
話
を

上
　
照
五
郎

を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
な
く

て
は
、
ず
る
ず
る
と
流
さ
れ

て
い
く
よ
う
な
心
配
が
あ
り

ま
す
。また
、
少
子
化
が
進
み
、

高
校
の
統
廃
合
や
、
大
学
ま

で
も
が
そ
の
影
響
を
受
け
る

と
い
う
、
こ
う
い
う
と
さ
こ

そ
我
が
岩
手
中
・
高
校
は
私

学
の
特
色
を
生
か
し
、
魅
力

あ
る
学
校
と
し
て
、
さ
ら
な

る
発
展
を
遂
げ
る
よ
う
、
い

ろ
い
ろ
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
同
窓
生

の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
各
分
野
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
皆
々
様
の
叡

智
を
集
め
れ
ば
、
必
ず
や
、

よ
り
よ
い
道
が
開
け
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
岩
手
中
・
高

等
学
校
石
桜
同
窓
会
の
発
展

を
お
祈
り
し
ま
し
て
、
私
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

l
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援
歌
C
D
を
二
千
円
で
販
売

す
る
。

ま
た
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら

せ
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
伝
え

ら
れ
た
。

☆
怪
し
い
ハ
ガ
牛
に
注
意

九
月
中
旬
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

岩
手
高
校
同
窓
会
名
簿
を
作
成

す
る
案
内
が
あ
っ
た
が
、
石
桜

同
窓
会
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。

同
窓
の
方
々
か
ら
学
校
へ
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
次
回
は
三
年

後
の
発
行
予
定
。

☆
校
歌
・
応
援
歌
C
D

い
よ
い
よ
尭
成

応
援
団
の
企
画
に
よ
り
、
校

歌
・
応
援
歌
の
C
D
が
完
成
。

在
校
生
・
新
入
生
に
販
売
す
る

が
、
同
窓
生
に
も
販
売
す
る
の

で
学
校
同
窓
会
事
務
局
ま
で
連

絡
さ
れ
た
い
。

お
知
ら
せ
の
後
、
村
上
照
五

郎
新
会
長
の
挨
拶
、
菊
地
治
雄

校
長
の
現
況
報
告
を
含
め
た
挨

拶
が
あ
っ
た
。

菊
地
校
長
は
今
年
の
新
卒
進

路
状
況
、
生
徒
減
の
現
況
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
小
枝
指
、
竹
花

副
会
長
の
こ
と
ば
が
あ
っ
て
閉

会
。
懇
親
会
は
部
屋
を
変
え
、

7
0
余
名
の
参
加
者
で
交
歓
し
た
。

新同窓会長を囲む同期生

平 成 1 3 年 度 予 算

Ⅰ　 一・般全 書十
収 入の部
科　　 目 本年 度予算 額 平成 12年 度 予算額

資 1．315 ．0 00 1．340 ．00 0
入　　　 会　　　 金 789 ．0 00 804 ．00 0
総　 会　 会　 券　 代 500 ．0 00 500 ．00 0
利　　　　　　　　 子 1 ．0 00 1 ．00 0
雑　　 l収　　　 入 200 ．0 0II 200 ．00 0
j盛　　 J峻　　　 金 190 ．7 05 38 ，50 4
ノゝ　　　　　 百十 2 ．995 ．70 5 2 ．883 ．50 4

支 出 の部
会　　　 3農　　 ！匿 71）0 ．0 00 700 ．00 0
石 桜 会 補 助 金 250 ＿0 00 250 ．00 0
印　　　 刷　　　 許 400 ．0 00 400 ．00 0
慶　　　 弔　　　 資 70 ．O UO 70 ．00 0
i西　　　 伯　　　 許 600 ．0 00 600 ．00 0
事　　　 ∃防　　　 欝 30 ．0 00 30 ．nO O
草　 月防　 手　 当 60 ．0 00 61）．00 0
雑　　　　　　　 資 600 ．0 00 600 ．0（IO
特 別 会 計 婦 人 100 ．0 00 100 ．00 0
予　　　 備　　　 費 185 ．7 05 73 ．50 4
A　　　　　 計 2 ．995 ．7 05 2，883 ．50 4

Il　 特 別会 ！什

収 入の部
科　　 目 本 年度予 輝額 平 成 12 年 度 予誅 額

一般会計卜より靂編入 100 ．0 00 100 ．00 0
利　　　　　　　 子 1 ．0 00 5 ＿00 0
i反　　　 腐　　　 金 0 0
繰　　　 越　　　 金 738 ．3 97 45 1．24 3
合　　　　 i汁 839 ．3 97 556 ．24 3
支 出 の部
j反　　　 尿　　　 金 100 ．0 00 100 ．00 0
ノゝ　　　　　 詔十 100 ＿0 00 100 ．00 0

平成12年度　クラブ強化育成基金　決算霊

収入の部

項　　　　 目 決 算嘲 （円） 傭　　　　 考

繰　 越　 金 1 5．6 5 5 ，9 9 3

特別会計から遥涙 （柵 ）

利　　　　 息 17 ．9 9 3

返　 戻　 金 1．0 00 ．0 0 0

合　　 計 16 ，6 73 ，9 8 6

教書後機会補助 8 0 0．0 0 0 教 育 後援 会補 助

マイ ク ロバ ス 9 ．9 1 5．2 7 0 7 0周 年記 念事 集

合　　 計 10 ．7 1 5．2 7 0

繰越金　5．958，716円

平成12年度　会務報告

（1）平成12年10月20日（金）　総会（ホテルメトロポリタン盛岡）
（2）平成12年11月16日（木）　同窓会バス引き渡し（校長室〉
（3）平成12年12月29日（金）　会報25号発行
（4）平成13年4月181ヨ（水）　常任理事会（さのえね支店）

校歌・応援歌CD化について
（5）平成13年9月26日（水）会百十監査・三役会（さのえね支店）
（6）平成13年10月3日（水）　常任理事会（きのえね支店）

役員改選について
（7）平成13年10月5日（金）　理事会（きのえね支店）

総会議案赤誠
（8）平成13年10月19日（金）総会（ホテルメトロポリタン盛岡）

平成13年度　事業計画
1．榊汁
母校の繁栄に大いに寄与できる基盤を整える。
2．事業l十画
（l）母校クラブ活動を積極的に支重愛する。
（クラブ強化育成基金のi直切な活用）

（2）会員相互の親睦交流を図る。
（支部、地区会、クラス会等の節目を並祝した！凝会を盛
んにする）

（3）本部と支部・地区会等の連携を図る。
（相互に情報を書起供する）

1
枚
二
千
円
（
税
込
）

本
年
10
月
に
待
望
の
C
D
が

完
成
い
た
し
ま
し
た
。
1
0
月
5

日
の
理
事
会
で
発
表
さ
れ
、
出

席
者
の
ほ
と
ん
ど
の
方
に
購
入

し
て
頂
き
ま
し
た
。
会
場
で
は

受
け
付
け
開
始
と
と
も
に
校

歌
・
応
援
歌
が
流
さ
れ
、
プ
ロ

の
歌
声
と
と
も
に
皆
さ
ん
懐
か

し
そ
う
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
続
く
1
9
日
の
総
会
で
も
会

場
で
校
歌
・
応
援
歌
が
流
さ
れ
、

販
売
に
大
き
く
責
献
し
て
い
ま

し
た
。

C
D
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
桜
の
季

節
の
校
舎
・
石
劉
桜
と
大
変
よ

く
で
き
て
お
り
ま
す
。
支
部
総

会
や
ク
ラ
ブ
O
B
会
・
ク
ラ
ス

会
開
催
の
際
に
は
用
意
い
た
し

ま
す
の
で
、
必
要
枚
数
を
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
残
部
は
お
返
し
頂
い
て
結
構
で

す
）

母 校 ホ ー ム ペ ー ジ 開 設 中 ．′

インターネットによる岩手高校のホームページが開設さ
れております。今後も様々な情報を紹介してまいりますの

でこ期待ください。

アドレス　 http：／／w w w．iw ate・jh．ed．jp／
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今
年
1
0
月
に
行
わ
れ
ま
し
た

同
窓
会
総
会
の
役
員
改
選
に
お

き
ま
し
て
、
下
河
原
善
嗣
郎
会

長
が
ご
勇
退
さ
れ
、
新
た
に
村

上
照
五
郎
先
生
が
新
会
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
下
河
原
会
長

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
村
上
先
生
会

長
ご
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。振り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
下

河
原
会
長
時
代
に
学
校
へ
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

村
上
新
会
長
は
永
年
に
わ
た

り
母
校
の
教
員
に
お
勤
め
に
な

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
学
校
の

事
情
に
も
よ
く
通
じ
て
お
ら
れ

ま
す
の
で
、
学
校
と
い
た
し
ま

し
て
も
大
変
心
強
く
思
っ
て
お

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
今

ま
で
以
上
に
学
校
へ
の
ご
支
援
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
在
校
生
た
ち
も
勉
学

や
ク
ラ
ブ
活
動
と
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
に
向
か
っ
て
活
動
し
て
お

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
今
の
少

子
化
に
よ
り
受
験
生
、
入
学
生

の
確
保
が
大
変
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
学
校
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
中
学
生
対
象

の
体
験
学
習
の
実
施
、
秋
田
県

を
も
含
め
た
中
学
校
訪
問
、
入

学
試
験
の
地
方
実
施
（
今
年
度

は
二
戸
市
で
実
施
）
と
い
ろ
い

ろ
対
策
を
講
じ
て
お
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
や
は
り
同
窓
生
の
方
々

の
ご
支
援
が
無
け
れ
ば
そ
の
実

績
を
上
げ
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ご
子

息
、
あ
る
い
は
ご
近
所
に
受
験

生
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
本
校
を

受
験
、
入
学
す
る
よ
う
勧
め
て

く
だ
さ
れ
ば
大
変
幸
せ
に
存
じ

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
会

長
の
下
同
窓
会
が
ま
す
ま
す
発

展
、
充
実
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ン

岡

岩
手
中
・
高
等
学
校

校
長
菊
地
　
治
雄

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
支
援
を

陸上部
第53回岩手県ホ零学校抱合体育大全盛同地区千遺大金4〉り00、4〉く480　走りホ跳び川村　砲丸野里　円盤野里・何位

ハンマー授け野里　やり投げ川村・珂郎　予遇通過
平成13年オ暮期陸上大食出l■
★53回岩手県ホ専攣枚総合体膏大会出場　団体ベスト8
驚53回岩手県巨体事大余色閂地区予遭大会攣加
平成13年度陸上l瓢技岩手膿遡手権大食出■
ソフトテニス部
★53回岩手鼎ホ讐半枚総合体雷大会ソフトテニス鼠枝盛岡地区予i叢大会
日体千慮通過　偶人の郎聾優鰍農・今野姐　鶉3位千；■・佐々木粗

その他℡ノ三■・中一付姐、一■構・成田l且、■檎・小■姐が千明通過
事53回岩手県ホ事半枚総合体育大会ソフトテニスn技大金　団体ベスト8
事53回岩手県民体育大食ソフトテニス級枝盛1筍地区予i攣大食
兼3位松本・佐々木姐．ホ楕・今野組　ベスト8℡の浦・大西姐　ホ1■・中村轟且　緻書復活佐藤・下田】岨
鶉∬回岩手県民休す大会ソフトテニス鼠抜出■
事31回岩手県ホ尊学校新人大食ソフトテニス競技盛岡地区予】且大会出■
バスケットボール捗
れ53回岩手県書等半枚結合体】■大会バスケット1枚枝盛同地区予過大余響加
事53匡l岩手県民情事大食バスケット戊妓盛
†レーポール群
書53回岩手Il九等一筆根絶合体膏大食バレー

地区予過大食事加

岩手爪木等一筆根絶合体事大食バレーボール艶枝盛同地区予遭大会＋予遺通過
■53匡l岩手丑ホ専学校総合僻事大会バレー
事53匡l岩手場長体丁大食バレーボール鰻技

ポー・ル最
盛同地区
ル1諷技ベスト18
干場大食干せi■過

井目回書北私立れ書攣柁バレーボール遭手It予遡大会蓼加
153回岩手縄民体書大会バレーボール覿抜出■
書目回書北私立ホ鬱学校バレーボール遺手権大食出■
ラグビー群
書53回市長体膏大会
■53回岩手県．■蠣筆
書5：I匡l岩手県民体膏
筆書l回全四書尊学校

ラグビー・ll技　4位
校絶合体▼大会ラグビーーフットボール鼠娩出■
大食ラグビーフットボールサ抜出■
ラグビーフットボール大会岩手県大食出■

体躊郎
事53回岩手県暮書筆校絶合体■大食龍一虹技出■
■53回岩手県丘体書大食棚牧技　団体5位
柑■
書的瓦岩手県ホ讐攣枚総合休す大会柔遭覿枝盛周地区予iE大食　団体l他
事53t司盛内市民体書大会ま遭観抜出■
平成13年度盛岡市内ホ枚一般春季lO人l抽象i暮大会出■
事53回岩手県れ専攣I女性合体書大食桑暮抜放　団体ベスト8
佃人（即座ベスト　和田、83鴫級ペスト8遠慮）
平成t3年オ全日本ジ
事531司篇手≠民体■

ユ

大
ニア男女豪ま義体1別甘辛l■大食岩手県i■考会出■
会桑5暮農技盛岡地区予遡大食出1●

第5回岩手県民俳書大会桑】111技出■　ベスト柑和田（60kg級）
鶉31凪岩手県1書筆触l、2年体工別桑i暮it手織大食出■
鋼遭縛
れ53風岩手県民体書大食刑1暮競技　団体1暮l■
■25回・北山眞争書劇壇大会出■（宮古市長絶合体書館）

国
大
会
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
　
（
太
字
は
奨
励
対
象
）

書33回岩手練れ尊攣楼i封櫨隻1i暮大食出■
暮53回着手嬢ホ書肇枕絵合体膏大食桝遭虹技　団体ペスト8
幕田圃着手■郡■大会＃攣■鱒出■　次■の鬱31正芳平
■球綽
事53回岩手県■瞥拳校絶合体書大食■拝観技盛岡地区予遭大会　団体千温通過　シングルス角】卦・村上

第53回岩手県書等半枚総合体t大食■坪奴抜出■

今
年
度
も
母
校
の
各
ク
ラ
ブ
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
活

躍
だ
っ
た
。
な
か
で
も
山
岳
部
の
青
田
周
作
・
近
藤
総
稔
は

東
北
総
体
強
化
選
手
に
選
出
。
テ
ニ
ス
部
は
高
校
総
体
で
団

体
優
勝
は
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
赤
坂
和
男
・
谷
地
雷
入
組
だ
っ

た
。
映
画
郡
も
N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
岩
手

県
大
会
及
び
高
校
総
合
文
化
祭
放
送
部
門
で
準
優
勝
や
、
全

ダブルスホ官・｛拇組　予】且通過

■53回岩手県民体書大食●坪Il枝盛同地区チ遭大食出■
禦53回岩手縄畏怖書大会■球tl抜出■　ペスト32轟■官1第
岩手水沢インターハイ薫己念第4匝川JJオープン■球大食出■
ハンドボール部
★53回盛岡市民体丁大食ハンドボール競技出■
事53回岩手縄ホ尊讐1女唯合体膏大会ハンドポー・ル観抜出叫
■53回岩手県畏怖書大会ハンドボール艶技　2回l敗i■出
山岳節
♯53回岩手県九等攣校総合体育大会丑山政拉　舞子団体鶉5位
平成は年度警山：■M飾基礎撫智食山岳マラソン大食　3位近藤裕祐　6位書日月】作　7位山内耽
片田凪岩手■虞体■大食霊山義戯旭川Il劃也■技　Aチーム事2位　8チーム第7位

■■鷹は豪　Bチーム事2位　Aチーム第4位　Dチーム■5位　Cチーム】■9位
総　　合　Aチーム井2位　8チーム第4色

盲】乱用作・近」搾∃俗祐　薫北総一陣強化遭手遭出
平戚13年虞着手れ新人量山大食出■　男手孝枝対仇の節　畿4位　チーム酬　事3位
テニス龍
書53匡l岩手県ホ専学校総合体書大食テテニス耽】王

位赤坂和男男子シングルス率優洪積朋l　■‖ヲきつ‾こ′　／

舞22匡l岩手
18J■以下よ

1■ジュ
よ子シタl　†　ゝ′ノ

晃子シン
ニス安比

16■以T
l北も校テ

アテニス遺手lt大会

ス観枝盛岡地区予週（平成柑年度盛岡市長俳書大会）
着地暮人　男手ダブルス第3位赤坂・谷地租

ングルス斗1暮≠着地■人蠣3位j■伸・赤］坂和男　ダブルスi■1暮鶉赤堰・谷地粗　茶3位4■・佐】l姐
グルス優l■竹濃♯弘　ダブルス掌1暮肋竹損・石田（北松l句中）姐
比ホ康大食出■

第21回岩手爆A級シングルストーナメント　蠣3位替地暮入
幕20回岩手燥小中華生テニス邁手書大会出場
■潤岩手■暮■亭崩合仰大会テニス九技
団体t靡　男手シングルス　攣■■谷地■人　♯8位tlト捕和男、ベスト8億藤吉則

男子タフルス　t書譜娠・番地ヰ　ホ3tか■・佐■組　ベスト8岡本・瀾▲姐
平成13年度岩手県テニス遺草l蔓大金出■
根駅北書鴨事楼テニス■手書大食
■チ団体1■■　男子シングルベスト8谷地　ベスト16赤坂　ベスト22橘

男子タフルスt鴨谷地1■人・絨和■I自
書相国着手■民体1大童テニスt技
少年貞子シンクルス事1■■伸　　也位　靴■　谷地雷人　ベスト相佐書衣刑　浦島慣之　青田隆司　竹濃♯弘
少年芳子タフルス　■】■ホ坂租界・谷地■人ヰ　3位■ll・佐】■去畑　ベスト8凛■・竹膿姐　ホ山・吉田組
事8回岩手県秋季ジュニアテニス遡手ヰ大会　は▲以下男子シングルス1優れ竹浪オ弘

13】■以下舞子シングルス　★2位谷地彬人
鶉柑t司岩手県轟書攣校一年生大食テニス遣手】什大会　舞子弟子シングル

舞子ダブルス
グルス　簿価鶉　布台幼客
ベスト8布台・音譜姐、■恩・本官姐

平成は年度全日本ジュニアテニス遺手It大会　柑t以下寛子ダブルス出■　竹濃・石田】岨
平成13年度全四ホ専一半枚蝿合体▼大会出■
★祖凪★北総合体書大会テニス蚊技出■
事33回岩手県ホ響学校新人テニス大食盛】司地区予i書出■
平成相手慮NH K杯テニスト一・ナメント　男手シングルス優は谷地：■人
■お皿鸞手書義欝事較薪人テニス大食　暮『韓■書

拓訟スt葺■表門払㌔珊聡u7品㌔柏司・竹細弘
事22匹l★：化事故1■攣校テニス王事1■大会　尻体t鼻
サッカー書
★53回岩手≠ホ書半枚総合俳書大食サッカー・ll枝盛岡地区予主■大会出Il
153回岩手几圧体丁大食サッカー観枝盛同地区予i暮出書
水泳蓼
平成13年度岩手県】鼠手書■大食10tImY詠5位、50m背泳5位江刺豪洋一
■臨凪瞥劉■■■攣校総合♯■大会水く細線
1mm雷泳2位2【旧m廿泳8位　江■，書洋一　200mtR人メドレー6位鈴木■　即tImメドレーリレー8位
■56回薫北水泳大食出■
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．
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●

壬

、

●

柵
　
の
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し

二
言
ご
挨
拶
申
し
述
べ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
度
、
副
会
長
就
任
に

推
挙
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
に

は
身
に
あ
ま
る
大
任
と
、
固

く
ご
辞
退
申
し
上
げ
た
の
で

す
が
、
母
校
の
O
B
か
ら
の

力
強
い
ご
推
薦
も
あ
り
、
お

引
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
掃
t
杯
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
我
が

母
校
は
創
立
7
0
有
余
年
を
誇

る
岩
手
県
下
で
も
有
数
の
輝

か
し
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

私
学
枚
で
す
。

創
立
以
来
、
私
学
に
よ
る

人
材
育
成
を
目
指
し
た
「
三

田
義
正
翁
」
の
教
育
方
針
の

も
と
念
願
を
果
た
し
た
幾
多

あ
る
「
岩
手
中
・
高
等
学
校
」

の
役
割
は
大
き
い
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
は
い
ま
青
春
の
ま

っ
た
だ
な
か
に
い
ま
す
。
生

事変禦吏二
竹花　国夫（新8回）

い
つ
ま
で
も
青
春
を
霊
歌
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
逆
に
、

前
進
を
恐
れ
、
消
極
的
な
道

を
選
ぶ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
人
が
1
0
代
で
あ
ろ
う
と
も

青
春
と
は
い
え
な
い
と
思
い

ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
力
強

く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。

終
り
に
、
伝
統
あ
る
母
校

の
さ
ら
な
る
発
展
と
、
そ
こ

で
学
ぶ
生
徒
達
の
た
め
に
、

是
非
と
も
皆
様
方
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

て
、
地
域
社
会
は
勿
論
の
こ

と
、
国
内
外
で
貢
献
し
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
2
1
世

紀
を
背
負
っ
て
立
つ
、
伝
統

命
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
何
事
伸

に
も
恐
れ
ず
目
標
に
向
か
っ
…

て
い
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
　
～

ち
て
お
。
享
。
目
標
に
向
…

か
っ
て
心
を
熱
く
た
ぎ
ら
せ
…

て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の
人
は
…
●

昭
和
3
6
年
卒
の
小
苅
米
で

即
　
す
。
高
校
で
は
池
口
先
生
、

岬
　
日
野
岳
先
生
に
主
に
お
世
話

…
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

“
明
治
大
学
商
学
部
に
進
み
、

仰
　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
遁

朋
　
を
ひ
た
す
ら
学
び
ま
っ
す
ぐ

岬
　
進
ん
で
今
に
至
っ
て
い
手
。

仙
　
社
名
は
今
は
「
ジ
ョ
イ
ス
」

…
と
い
い
ま
す
が
前
は
「
い
ち

…
の
へ
」
と
い
う
名
前
で
、
ス

…
－
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
始
め

州
　
た
の
は
昭
和
3
3
年
で
私
が
商

…
校
3
年
の
時
、
初
め
て
ス
ー

ー
パ
ー
を
開
店
し
た
時
の
印
象

…
は
非
常
に
強
烈
で
満
員
の
混

州
　
雑
し
た
店
内
を
漸
く
玉
子
を

州
　
を
運
ん
だ
の
を
長
く
憶
え
て

…
い
ま
す
。
迷
わ
ず
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
進
む
こ
と
を

…
決
め
、
大
学
卒
業
後
は
ゼ
ミ

川
　
の
三
上
盲
三
郎
先
生
の
す
す

脚
　
め
で
ダ
イ
エ
ー
に
入
社
し
て

r
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前
に
出
る
の
が
嫌
い
な
、
人

づ
き
あ
い
の
下
手
な
ネ
タ
ラ

の
方
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

っ
て
ま
す
が
、
自
分
と
し
て

も
、
周
囲
の
方
々
に
助
け
ら

れ
て
、
少
し
ず
つ
成
長
し
、

能
力
が
閃
か
れ
て
ゆ
く
の
を

有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

4
7
歳
の
社
長
就
任
の
時
か

催
の
ア
マ
プ
ロ
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
全
国
5
0
チ
ー
ム
の
対
抗

試
合
で
北
三
県
の
ス
ー
パ
ー

経
営
者
の
代
表
に
選
ば
れ
、

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
の
大
高
社

長
、
昨
年
の
伊
藤
園
レ
デ
ィ

ー
ス
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
供

玉
姫
（
グ
・
オ
ッ
キ
）
さ
ん

達
と
組
み
、
私
も
不
忠
談
と

母
校
に
も
ご
恩
返
し
を

監
事
小
苅
米
淳
一
（
新
1

3
回
）

数
年
後
、
盛
岡
に
帰
っ
て
来

ま
し
た
。
平
成
6
年
に
北
三

県
の
流
通
業
界
で
は
初
の
株
式

公
開
を
果
し
、
今
は
岩
手
に
3
1

店
弼
秋
田
に
3
店
舗
で
売
上

5
0
0
億
円
箕
も
2
3
0

0
人
の
規
模
と
な
り
ま
し
ち

高
校
時
代
の
私
は
ど
ち
ら

か
と
言
う
と
大
人
し
い
、
人

ら
運
動
不
足
解
消
の
た
め
ゴ

ル
フ
を
学
び
、
私
の
先
生
は
、

同
期
の
兼
平
盤
一
郎
で
、
春

か
ら
秋
に
か
け
て
月
一
回
程

度
や
っ
て
来
ま
し
た
。
た
ま

に
は
横
沢
大
造
君
と
か
谷
地

磨
伎
夫
君
、
三
浦
敏
彦
君
と

や
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
1

1

月
8
日
、
お
茶
の
伊
藤
園
主 バ

ー
デ
ィ
ー
3
つ
も
出
し
、

優
勝
し
て
来
ま
し
た
。
1
人
ト

ー
タ
ル
で
ア
ン
ダ
1
2
0
は
大
会

記
録
で
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

も
同
期
生
の
兼
平
君
の
良
き
ご

指
導
と
有
難
く
思
っ
て
い
貴

私
は
仕
事
が
ら
、
店
を
巡

回
し
ま
す
が
盛
岡
市
の
本
町

店
で
は
村
上
照
五
郎
先
生
と

か
奥
さ
ん
と
暫
々
店
内
で
お

会
い
し
ま
す
。
同
級
生
の
事

情
を
時
々
闘
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
先
日
、
本
社
に
先
生

か
ら
電
話
が
あ
り
監
事
の
依

頼
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
私
も
い
つ
も
仕
事

に
追
わ
れ
余
裕
な
く
過
ご
し

て
い
ま
す
が
、
多
少
高
校
時

代
の
恩
返
し
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
同
窓
会
、
最

近
の
事
情
は
長
く
解
り
ま
せ

ん
の
で
宜
し
く
ご
指
導
の
程

お
願
い
し
ま
す
。
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石
桜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
の
活
動

記
録
編
纂
の
背
景
と
意
義

本
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
排

球
部
）
は
、
昭
和
1
3
年
の
創
部

で
、
県
下
の
高
校
で
は
一
番
古

い
歴
史
が
あ
る
。
同
年
に
開
催

さ
れ
た
第
1
回
県
下
男
子
中
等

学
校
排
球
大
会
は
岩
手
師
範

（
現
岩
大
教
育
学
部
）
と
岩
手
中

学
校
2
校
の
み
で
の
決
勝
戦
の

事
実
が
あ
る
。
今
年
で
創
部
6
3

年
の
永
き
に
わ
た
る
部
活
動
で

県
高
総
体
優
勝
2
回
・
同
準
優

勝
2
回
、
県
民
体
準
優
勝
4
回

な
ど
の
年
輪
を
刻
ん
で
い
る
が
、

そ
の
間
多
く
の
選
手
を
輩
出
。

今
次
O
B
の
交
流
と
現
役
の
支

援
を
目
的
と
し
た
石
桜
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
会
（
以
下
O
B
会
）
設

立
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

戦
後
の
嘩
進
土
台
を
築
い
た

諸
先
輩
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
談
義

に
華
咲
く
有
志
会
が
あ
り
、
懇

談
会
が
も
た
れ
て
い
た
。
平
成

9
年
8
月
の
懇
談
会
で
、
O
B

の
抜
粋
名
簿
と
対
面
し
た
の
が

発
端
だ
っ
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
戦
前
・
戦

中
の
胎
動
期
、
戦
後
の
普
及
・

発
展
期
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
追
い
、

崇
高
な
学
校
の
名
誉
を
か
け
て

築
い
た
諸
氏
の
貴
重
な
記
録
散

逸
の
危
機
感
と
な
り
、
創
部
か

ら
の
記
録
を
集
約
す
る
機
会
と

と
ら
え
、
同
時
に
後
世
に
記
録

を
伝
え
る
こ
と
の
意
義
と
現
役

の
奮
起
を
促
す
こ
と
を
痛
感
し

た
。

0
8
会
役
立
の
軌
道
と
編
集

平
成
9
年
1
1
月
と
同
1
0
年
2

月
に
O
B
懇
談
会
を
開
催
、
O

B
名
簿
と
戦
績
概
要
を
検
証
し

た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
O
B

組
織
を
設
立
し
、
組
織
の
事
業

と
し
て
記
録
誌
編
集
の
意
見
が

一
致
、
O
B
会
設
立
が
方
向
づ

け
ら
れ
た
。
平
成
1
0
年
4
月
か

ら
右
横
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
（
仮

称
）
の
設
立
準
備
会
開
催
、
同

設
立
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
、

設
立
趣
意
書
・
規
約
・
役
員
選

任
・
年
会
費
及
び
事
業
韓
の
徴

収
と
記
録
誌
編
集
は
、
平
成
1
0

年
7
月
1
1
日
開
催
の
設
立
総
会

で
出
席
者
全
員
の
賛
同
を
得
て

決
定
し
た
。
以
降
O
B
会
の
運

営
や
総
会
開
催
の
は
か
、
平
成

12
年
の
発
刊
を
め
ざ
し
、
創
部

6
0
周
年
記
念
の
記
録
誌
と
し
て

編
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

幸
い
に
も
O
B
で
あ
り
、
岩

高
教
師
だ
っ
た
高
価
精
四
郎
氏

が
所
有
し
て
い
る
「
石
桜
誌
」

の
存
在
か
ら
資
料
の
提
供
を
頂

き
、
壮
大
な
記
録
と
試
合
内
容

を
把
握
し
た
。
写
真
提
供
・
寄

稿
・
座
談
会
や
寄
付
金
拠
出
・

個
人
広
告
な
ど
で
、
多
く
の
O

B
か
ら
協
力
が
あ
り
、
深
謝
し

て
い
る
。

毎
年
の
総
会
と
活
動

O
B
会
の
総
会
は
親
睦
・
交

流
を
第
一
義
に
、
現
役
の
競
技

力
向
上
と
健
全
な
部
活
動
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

7
月
に
開
催
さ
れ
る
。
構
成
員 は

O
B
を
も
っ
て
構
成
、
自
動

的
に
会
員
と
な
り
会
費
を
徴

収
。
毎
年
の
総
会
に
学
校
長
や

同
窓
会
長
が
出
席
、
激
励
や
学

校
の
近
況
報
告
が
あ
る
。
現
役

の
部
活
動
と
し
て
試
合
結
果
報

告
や
、
O
B
会
の
活
動
報
告
・

会
費
決
算
の
ほ
か
平
成
1
2
年
度

の
総
会
で
は
、
丸
3
年
か
け
て

編
集
し
た
創
部
6
0
周
年
記
念
記

録
誌
「
栄
冠
に
近
道
な
し
」
を

発
刊
・
祝
賀
し
た
。

出
席
状
況
は
3
0
名
～
5
0
名
で
、

遠
く
は
東
京
圏
か
ら
の
出
席
も

あ
り
、
総
会
終
了
後
の
写
責
撮

∠竺完芸完声量
－高橋克彦氏語る－

読
売
新
聞
に
「
軟
膏
新
世
紀
」

と
い
う
欄
が
あ
る
。
A
L
ロ
∪
三
私

の
先
生
と
劉
曙
が
あ
る
こ
の
コ

ラ
ム
に
、
今
年
9
月
初
日
作
家

の
高
構
克
彦
氏
（
新
1
9
回
）
が

登
場
し
た
。

大
鵬
窮
的
摘
鰻

演
劇
部
で
芝
居
に
熱
中
し
、

県
の
高
校
演
劇
連
盟
の
連
盟
長

に
な
っ
て
、
雨
が
降
れ
ば
学
校

を
休
み
、
授
業
を
サ
ボ
っ
て
は

名
曲
喫
茶
に
入
り
浸
っ
て
い
た

為
、
成
績
が
急
激
に
落
ち
た
。

大
学
生
の
従
兄
の
震
期
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
旅
行
に
同
行
を
狙
っ

て
父
に
廟
い
出
た
。
担
任
の
了

解
を
と
っ
て
来
い
と
の
こ
と
に

大
野
先
生
に
話
す
と
、
意
外
に

も
「
学
校
に
い
て
も
お
前
の
才

能
は
生
か
さ
れ
な
い
。
行
っ
た

方
が
い
い
」
と
の
こ
と
。

一
年
後
に
帰
国
、
復
学
し
た

が
、
大
野
先
生
が
気
に
か
け
て

く
れ
る
様
子
が
わ
か
り
、
そ
れ

に
応
え
る
べ
く
猛
烈
に
勉
強
し

た
想
い
出
が
あ
る
。
お
か
げ
で

自
分
を
立
て
直
す
こ
と
が
で
き

た
、
と
語
っ
て
い
た
。

影
や
懇
親
会
で
は
、
同
志
的
仲

間
が
久
々
の
交
流
・
情
報
交
換

で
盛
り
上
が
り
、
お
互
い
の
近

況
確
認
な
ど
有
意
義
で
、
皐
後

は
校
歌
斉
唱
で
幕
と
な
っ
た
。

特
筆
と
し
て
現
役
に
対
し
、

O
B
会
か
ら
専
任
コ
ー
チ
を
派

遣
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て

い
る
ほ
か
、
現
在
約
3
8
0
名

が
総
会
員
数
で
あ
る
が
、
慶
弔

規
定
に
よ
り
物
故
の
訃
報
に
接

し
た
場
合
、
生
花
・
弔
電
等
で

弔
意
を
表
し
て
い
る
。

今
後
の
提
青
と
理
念
発
揮

現
役
チ
ー
ム
の
課
題
は
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
の
ほ
か
、

学
校
方
針
に
沿
っ
た
推
薦
入
学

な
ど
で
強
化
を
図
り
、
県
大
会

ベ
ス
ト
8
・
ベ
ス
ト
1
な
ど
の

戦
績
確
保
が
肝
要
と
思
う
。
現

役
の
上
位
進
出
に
よ
り
、
自
然

発
生
的
に
O
B
が
学
校
に
集

り
、
隆
盛
と
な
っ
た
こ
と
は
過

去
が
物
語
っ
て
い
る
。
岩
高
生

の
誰
し
も
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、

岩
を
も
割
る
桜
樹
で
あ
る
。
学

生
の
本
分
と
し
て
「
心
・
身
を

鍛
え
る
」
こ
と
を
肝
に
命
じ
、

基
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
の
認

識
が
患
要
で
あ
る
。
か
っ
て
の

栄
光
を
切
に
望
む
も
の
で
「
上

着
は
水
の
如
し
」
の
語
録
を
贈

る
。事
務
局
長
　
斉
藤
　
裕
夫

（
新
1
1
回
生
）

新
発
想
の
物
体
宙
吊
り

岩
大
助
教
授
も
評
価

本
校
物
理
部
は
、
小
さ
な
穴

か
ら
空
気
を
噴
射
し
て
、
物
体

を
つ
り
下
げ
る
実
験
に
1
1
月
1

日
成
功
し
た
。

仕
組
は
気
圧
差
。
穴
と
金
属

板
の
間
か
ら
外
へ
逃
げ
る
空
気

の
遠
い
流
れ
が
、
そ
の
す
き
間

の
気
圧
を
下
げ
る
。
す
る
と
金

属
板
を
上
に
押
し
っ
け
る
力
が

生
ま
れ
る
と
い
う
も
の
。

「
や
が
て
は
物
や
人
間
の
運

搬
に
応
用
で
き
る
の
で
は
」
と

同
部
貝
の
夢
は
広
が
る
。

岩
大
教
育
学
部
の
八
木
一
正

助
教
授
は
「
発
想
自
体
が
意
外

で
大
変
驚
い
て
い
る
。
身
近
な

も
の
を
使
っ
た
原
理
応
用
で
ま

だ
ま
だ
勝
負
で
き
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
」
と
話
す
。

郵
便
友
の
会
全
国
大
会
で

若
手
高
校
グ
ル
ー
プ

地
域
の
清
掃
活
動
で
受
彰

今
年
8
月
全
国
各
地
か
ら
郵

便
友
の
会
会
員
の
代
表
2
0
0

名
が
東
北
、
国
立
花
山
少
年
自

然
の
家
に
集
い
、
第
5
3
回
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

岩
手
高
校
3
年
の
笹
森
基
宏

君
は
こ
の
会
の
連
合
委
員
長
で

あ
り
、
大
会
宣
言
を
誓
し
、
ま

た
全
国
の
小
、
中
、
高
校
の
友

の
会
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
の
地
域
清
掃
活

動
で
表
彰
さ
れ
た
。

平成14年度　岩手中・高等学校生徒募集要項
、　　　＼ 高　　 等　　 学　　 校 中　 学　 校

拭　 職　 の　 檀　 績 特 別 進 学 コ ー ス ： ク ラ ブ 推 薦 一 般 専 願 ； 一 般 併 願 －

寡　　 ♯　　 定　　 見 3 0も　　　　　　　　　 若 干 名 250 名 （靖止 、 娘1 含む ） 2 0名

出　　 す　　 期　　 間 l 月t5 日 （火）　　　 l 月 15 日 （火 ） l 月23 日 （水） l 月2 3日 （水） l 月 15日 （火 ）
一 日 ］柑日 （水 ） ； ～ l 月柑 白　 く水） ～ 1 月2も8 （月） ～ 】月28 日 （月） ～ l 月17 8 （木 ）

紋　　 職　　 期　　 日 1 月柑 日 （金）　　　 霊月 柑 日 （盆 ） 2 月 】日 （金） 2 月 l 日 （金） I 月 18日 （全）

合　　 格　　 発　　 表 l 月22 日 （火）　　　 l 月2 2 日 （火 ） 2 月 7 日 （木） 2 月 7 日 （木） l 月2 2日 （火 ）

入　 竿　 手　 枕　 捧　 切 I 月詔 日 （月）　　　 l 月2 8 日 （月） 2 月t5 日 （仝） 2 月 は日 （仝） l 月38 日 （水 ）

愛　　　 機　　　 料 10 ′∽0 円 川．00 0円 し000 円

入
手
噌
納
付
金

入　　 学　　 金 l l0 ．000 円 l l0 ．00 0円 ／

海 技 舷 側 充 算 責 80 ．000 円 80 ．00 0円

石 桜 食 入 会 金 l．000 円 l－000 円 I．000 円

肘 は し000 円 19 ㌧00 0円 l．000 円

毎

月

納

付

金

授　　 集　　 村 18 ．00 0円 相．0伽 円 ／

施　　 政　　 t 7 川00 円 7．OtlD円 し000 円

維　　 持　　 1 7 ．00tl円 7 ．0加 円 ／

石　 信　 金　 六 l．000 円 l．00 0円 l．000 円

教 書 懐 は 免 責 2 ．080 円 2 ．00 〇円 2 ．000 円

P　 T　 A　 倉　 井 ～00 円 200 円 200 円

靂十 35 －200 円 3 5．20 0円 4 ，2m 円

拭　　 職　　 秤　　 目 四 ・致 ・美 （書 0 分） ：　　 面　 接 l聾 ・杜 ・数 ・1哩 ・英
（各 州 分） 面梓

tE ・牡 ・数 ・環 ・美
（書 10分 ）

固持 、 事故
（古川 分） 面接

i且　　 は　　 方　　 法 叫査 雷、筆力 l機 の ： 叫董 書、推薦 書 、面 門 生 雷、筆 力】重陽 、 l■査暮、羊 力は験 の 叫董 暮、筆 力】軋l鼻、
総合 判定　　　　　 ； 確の 】色合 判 定 面 接の 総 合判 定 絶 合判雇 面接 の総 合 判定

右
桜
文
化
祭
で

講師

プロレスラー

ザ・クレート
サスケ氏

憧例の講濃会開催■■

去
る
9
月
1
日
岩
高
文
化
祭

の
中
で
今
回
は
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

の
グ
レ
ー
ト
サ
ス
ケ
氏
を
招
い

て
璃
漬
会
を
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
講
師
と
は
違
っ

て
世
代
が
近
い
せ
い
も
あ
っ
て

か
、
生
徒
は
独
特
の
親
近
感
の

中
で
、
体
験
か
ら
の
実
飴
に
聞

き
は
れ
、
真
剣
で
活
発
な
質
疑

応
答
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

サ
ス
ケ
氏
の
講
濃
の
概
要
は

次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

◆
　
　
　
　
◆

講
演
の
要
旨
を
拾
う
と
、
自

分
が
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
に
な
り
た

い
と
め
ざ
し
た
の
は
中
学
2
年

の
頃
。
ア
ン
ト
ニ
オ
積
木
の
新

日
本
プ
ロ
レ
ス
に
入
り
た
く
て

1
4
の
運
動
種
目
は
パ
ス
し
た
が

身
長
が
足
り
な
く
て
2
度
不
合

格
。
し
か
し
志
が
固
け
れ
ば
環

境
は
開
け
る
も
の
で
軽
量
級
部

門
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
プ
ロ
レ
ス

が
で
き
て
、
念
願
が
達
成
し
た
。

メ
キ
シ
コ
に
も
行
っ
て
帰
国
、

好
調
に
思
わ
れ
た
が
試
合
が
月

2
回
し
か
な
く
て
食
え
ず
、
6

人
の
若
い
連
中
と
盛
岡
で
旗
上

げ
し
、
今
は
全
国
を
舞
台
に
1

4
0
試
合
を
こ
な
し
、
村
お
こ

し
、
町
お
こ
し
に
も
役
立
っ
て

い
る
。
得
意
の
空
中
殺
法
を
か

わ
さ
れ
て
死
線
を
さ
ま
よ
っ
た

と
き
日
に
浮
か
ん
だ
の
は
家
族
、

親
孝
行
の
大
切
さ
ま
で
を
説
い

た
。

より遠くを見据えた確実な授業内容　　　　　【DUCAT10N・1

大学受験に対応したカリキュラムで行われ、2年生からは希望に応じたコースに進み、得意な分
野で個性を磨きます。加えて生徒一人ひとりが希望する進路と多様化する大学入試にあわせ遥択

投棄を充実させています。

■過去三年間の卒業生の主な合格校

♯ l 組 生 （平 成1 1年 3 月卒） 事 2 期生 （平成 12年 3 月 牢 ） 第 3 鵜生 （平 成 13年 3 月串 ）

槽　 遭 遭　 抜 文　 理 檜　 王■ 遭　 抜 文　 理 楕　 並 遭　 抜 文　 理

北 議 1 大

岩 手 大

弘 鯛 大

岩 事 大

岩 手 大

構 浜中 立大

書■ 九 大

茨 城 大

弘 前 大

岩 事 大

鵬 体 書大

八 戸 工 大

弘 前 大

岩 手 大

岩　 手　 大 舶 体 書 大

群 馬 大

字 蓼 音 大

青 森公立大

岩手 県立大

轟ヰ 経済大

★京■ 五大

岩 手 医 大

t i 大

岩手 県．在大

牧田 県立 大

岩 手 医 大

岩 手県 立 大

盤 手 医 大

投 手 県立 大

岩 手 医 大

秋 8 】 火

筑 波 大

岩 手 医 大

積 も 大

都 留文書斗大

法 政 大

糟森 公 立大

岩 手県 立大

岩 手 医 大

岩 手県 立 大

葛 手 医 大

泉北 学院大 東北 学院 大 盛　 岡　 大 ★ 山輯 大 東北学 院 大 盛　 岡　 大 東 京工科 大 東北 学 院大 盛　 岡　 大

工 学 院 大 東 北 工 大 炎北学 院 大 筆 書 杜 大 東 北薬 科 大 東 北苧 院大 神 奈 川 大 粟 北 工 大 東 北学 院 大

中　 央　 大 武　 蔵　 大 亜 欄 盛 大 ll 事 枕 大

嶋 沢 大

日本 歯科 大

大 東文 化大

東 洋 大

書 山蛾 大

国 土 農 大

駒 沢 大

帝　 京　 大 石巻 専 修大

城 西 火

東 北 工 大

石 巻専 修 大

北 里 大
暮景 理科大 鋼1 日寛 大 醜 華 枕 大

嶋 沢 大

同 志 社 大

明　 治　 大 両 志 壮 大 m 科大 書 l暮　 大
丙 春 壮 大 芝 浦 工 火 日　　　 大 日　　　 大 芝 浦 工 夫 帝　 官　 大 応　 対　 大

立 命 瞥 大 高千捜 南 大 法　 敵　 大 神 奈 川 大 書　 樽　 大 二松 学 舎大 東 京経 済 大

中　 央　 大 明　 治　 大 河 呑 吐 大 東 京経 済大 日　　　 大 ★ 震 ■ 大

★ 寮理 科 大

乗 洋 大

日 大

神 余 川 大

間 志 牡 大

闘 志 社 大 立 命 館 大 ★ 京 ■ 大

東京 理 科大

女 洋 大

日 大

日本 歯科大

日　 大

神 奈 川 火

●国公立合宿者　19名　　　　　　●国公立合格者　13名　　　　　　●国公立合格者　　2】名
●私立大合格者　115名　　　　　　●私立大合格眉　】55名　　　　　　●私立大合格者　l伯名

瀬本校は特定のコースの成果を上げるために、外のコースを犠牲にしません。だからこそ、各コ

ースから謂公立大学、有名私立大学をはじめ多数の大学に合格者を出しているのです。

贅上記中、＊印の合格卦＝は岩手中学校出身者が含壷れています。本校は中高一貫教育（併設型）

を推進しています。男子小学生をお持ちの保護者の皆様は、この際是非お見知り憂さ下さい。

割　　 烹

「 こ う 弥 」

盛岡市菜園2の8の36
T E L （623）2 6 2 2

スタジオ撮影 ・各種スピード写稟・各種カメラ
カラー・D ．P．E ・青己念出張撮影

フォ ト M ◎ R l◎ K A 弼

池ノ谷　 忠　正

材木町信用金庫向　T E L （622）7457

御慶弔引菓子

詣芸諾≡玉桜 堂
　　　　　　　 T E L 63 6－114 3
020－08 61 盛岡市仙北 1 丁目14－2 F A X 63 6－114 2
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元
母
校
教
師
　
水
原
一
（
は
じ
め
）
先
生

「
平
家
物
語
画
譜
展
」
を
問
催

平
家
琵
琶
演
奏
の
解
説
も

昭
和
2
0
年
代
に
岩
手
中
学
や

盛
岡
中
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
水

原
一
先
生
（
東
京
都
練
馬
区
在

住
）
は
駒
沢
大
学
教
授
を
退
職

の
後
、
専
門
の
平
家
物
語
研
究

の
傍
ら
同
物
語
を
題
材
に
音
韻

と
号
し
て
歴
史
画
も
画
き
続
け

て
い
る
が
、
昨
年
の
銀
座
の
画

廊
で
の
個
展
に
続
い
て
、
5
月

2
8
日
か
ら
6
月
3
日
ま
で
盛
岡

市
清
水
町
の
南
昌
荘
で
5
0
点
近

い
作
品
の
個
展
を
行
っ
た
。

水
原
一
先
生
は
「
中
世
文
学

を
専
攻
し
た
が
、
戦
後
の
岩
手

美
術
研
究
所
で
深
沢
省
三
、
紅

子
夫
妻
の
ご
指
導
は
忘
れ
ら
れ

な
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
6
月
2
日
に
は
、
平
家

琵
琶
伝
承
者
の
新
井
泰
子
さ
ん

（
所
沢
市
在
住
）
に
よ
る
「
小
督
」

「
忠
度
」
「
宇
治
川
の
先
陣
」
の

演
奏
も
行
わ
れ
、
水
原
一
先
生

に
よ
る
中
世
叙
苓
詩
の
世
界
に

つ
い
て
の
解
説
に
聴
衆
は
魅
了

さ
れ
た
。

今
回
の
催
し
は
同
氏
の
実
弟

で
元
盛
岡
二
高
教
諭
の
水
原
正

先
生
や
教
え
子
の
西
在
家
寛

（
旧
1
8
回
）
元
校
長
や
同
期
の
山

口
徳
治
郎
、
新
1
0
回
の
中
村
光

妃
プ
ラ
ザ
お
で
っ
て
盛
岡
館
長

の
肝
入
り
で
行
わ
れ
た
。

剣
道
部
O
B
会

「
剣
道
部
O
B
会
」
設
立
の

経
紐
は
、
故
吉
田
金
治
先
輩
（
旧

1
2
回
生
）
を
囲
む
会
が
母
体
と

な
り
、
発
展
的
に
設
立
さ
れ
た

も
の
で
、
現
在
の
会
員
数
は
1

5
0
名
を
数
え
て
お
り
ま
す
が
、

実
際
に
総
会
等
に
出
席
す
る
会

員
は
2
0
名
ぐ
ら
い
で
す
。

O
B
会
の
主
な
行
事
と
し

て
、
例
年
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、

後
輩
の
夏
期
合
宿
時
に
あ
わ
せ

て
「
O
B
会
定
時
総
会
」
を
開

催
し
、
合
同
稽
古
を
行
い
汗
を

流
し
な
が
ら
体
で
教
え
る
と
と

も
に
、
夕
食
を
と
も
に
語
ら
い

先
輩
と
後
輩
の
絆
を
深
め
親
睦

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
残
念
な

が
ら
今
年
は
実
施
で
き
ず
、
「
0

1
0
月
2
8
日

（
日
）
、
昭
和
2
8

年
二
九
五
三
）

年
卒
の
同
期
会

を
開
い
た
。

わ
れ
わ
れ

は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
因
ん
で

4
年
ご
と
に
、

つ
な
ぎ
温
泉

「
ホ
テ
ル
大
観
」

に
集
ま
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

（
因
み
に
、
佐
藤

義
正
社
長
は
、

同
期
の
桜
）
。

4
年
振
り
の

会
合
で
あ
り
、

又
同
じ
く
同
期

の
下
河
原
善
嗣

郎
同
窓
会
長
の

退
任
慰
労
の
趣

旨
も
加
わ
り
、

3
5
名
が
集
う
盛

会
墾
㌍
鏑
娼
謂

な
る
記
念
写
真
を
撮
り
、
続
い

て
不
運
に
も
他
界
し
た
仲
間
を

追
悼
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

毎
回
数
名
の
同
期
の
桜
が
散
っ

て
い
く
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

催
し
い
限
り
で
あ
る
。

下
河
原
代
表
世
話
人
の
挨

拶
、
同
窓
会
学
年
理
事
報
告
、

十
世
小
泉
仁
佐
衛
門
（
御
釜
屋
）

の
会
務
報
告
と
続
く
。
東
京
か

ら
参
じ
た
金
沢
伸
行
君
、
「
い
い

奴
か
ら
先
に
逝
く
よ
う
だ
。
生

き
残
り
の
悪
い
奴
等
に
乾

杯
上
と
発
声
。
拍
手
喝
栄
の

成
語
齢
ほ
ろ
酔
う

ほ
ど
に
話
が
弾
む
。
人
生
疲
労
、

体
調
不
良
を
囁
く
な
ど
ば
っ
と

し
な
い
近
況
報
告
か
ら
、
次
第

に
元
気
も
出
、
若
返
る
。
つ
い

に
は
、
5
0
年
前
の
青
春
時
代
が

蘇
り
、
鼻
息
も
荒
く
な
る
。
「
首

名
足
ら
ず
の
俺
た
ち
だ
っ
た
が
、

よ
く
頑
張
っ
た
な
。
」
と
、
か
つ

て
汗
し
て
手
に
し
た
栄
光
の

数
々
を
こ
も
ご
も
語
り
合
い
、

い
ま
改
め
て
祝
杯
を
重
ね
合
う
。

硬
式
野
球
、
ラ
グ
ビ
し
水
泳
、

体
操
、
バ
レ
し
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

テ
ニ
ス
な
ど
で
優
勝
し
、
卓
球
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
な
ど
も
上
位
を

占
め
た
。
陸
上
も
、
1
0
0
、

2
0
0
を
始
め
、
1
0
0
、
8

0
0
、
リ
レ
ー
な
ど
の
快
走
ぶ

り
、
見
事
な
勝
ち
っ
ぶ
り
が
目

に
残
る
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
、

国
体
三
位
の
活
躍
だ
っ
た
。
と

も
か
く
、
全
て
の
分
野
で
、
見

事
な
戦
い
ぶ
り
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
（
詳
し
く
は
、

石
桜
50
年
史
を
ご
覧
あ
れ
。
）

い
ま
、
高
齢
者
の
ケ
ア
に
関

し
、
回
想
法
の
効
用
が
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
折
に
ふ
れ
若
か

り
し
頃
の
よ
き
想
い
出
を
回
想

す
る
こ
と
は
、
精
神
衛
生
上
よ B

会
定
時
総
会
」
開
催
は
日
月

2
1
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
会
月
の
活
動
等
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
誠
に
残
念

な
が
ら
、
剣
道
界
の
重
鎮
で
居

合
道
第
一
人
者
の
三
浦
正
雄
髄

士
八
段
（
旧
6
回
生
）
は
昨
年

12
月
1
日
に
他
界
さ
れ
ま
し
た

が
、
岩
手
県
剣
道
連
盟
で
は
、

宮
静
孝
範
士
七
段
（
旧
8
回
生
）

が
監
事
、
谷
藤
誠
範
士
八
段
（
旧

9
回
生
）
が
副
会
長
兼
事
務
局

長
の
虚
職
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

高
橋
隆
一
教
士
七
段
（
新
2
0
回

生
）
も
常
任
理
事
、
中
村
寿
夫

教
士
七
段
（
新
2
2
回
生
）
は
理

事
・
居
合
道
代
表
指
導
者
と
し

て
、
大
塚
則
夫
（
新
2
1
回
生
）

も
六
段
に
合
格
、
吉
田
久
司
六

段
（
新
1
3
回
生
）
を
は
じ
め
数

多
く
の
会
員
が
、
盛
岡
・
北
上
・

矢
巾
・
西
根
・
滝
沢
地
区
等
で

少
年
ス
ポ
ー
ツ
団
の
指
導
や
現

役
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
お
り

ま
す
。

剣
道
は
年
齢
に
関
係
な
く
相

手
と
対
等
に
稽
古
が
出
来
ま

す
。
宮
先
輩
、
谷
藤
先
輩
は
七

〇
歳
代
で
す
が
元
気
で
先
に
立

っ
て
お
ら
れ
、
我
々
後
輩
は
ま

だ
ま
だ
足
元
に
も
及
ば
ず
、
剣

道
の
奥
の
深
さ
と
修
行
不
足
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
剣
道
部
の
状
況
は
、

今
年
は
盛
岡
地
区
大
会
で
健
勝

を
成
し
遂
げ
た
が
、
高
総
体
、

新
人
戦
は
ベ
ス
ト
8
で
あ
り
、

あ
と
一
歩
で
入
賞
を
逃
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
他
校
と
速

い
剣
道
教
員
が
い
な
い
の
に
好

成
績
を
上
げ
て
お
り
、
熱
心
に 指

導
さ
れ
て
い
る
顧
問
の
先
生

や
、
他
校
出
身
な
が
ら
指
導
を

お
願
い
し
て
い
る
警
察
の
海
端

先
生
、
南
平
先
生
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
た
だ
、
一
年
生
部

員
が
少
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

お
わ
り
に
、
わ
が
「
剣
道
部
」

は
剣
道
最
高
で
あ
る
範
士
を
三

人
も
輩
出
し
て
い
る
名
門
校
で

あ
り
、
こ
の
伝
統
の
灯
を
消
さ

ず
隆
盛
を
図
る
こ
と
が
O
B
会

の
使
命
と
役
割
と
心
得
、
会
員

が
自
己
研
濱
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ひ
と
り
で
も
多
く
が
母
校

に
顔
を
出
し
、
後
輩
の
指
導
育

成
に
尽
力
す
る
O
B
会
活
動
を

展
開
す
る
所
存
で
す
。

高
橋
　
隆
一
（
新
2
0
回
）

●

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

O
B
会

平
成
1
0
年
8
月
日
日
、
例
年

通
り
村
上
照
五
郎
先
生
ご
夫
垂

を
お
迎
え
し
、
2
0
数
名
の
O
B

参
加
の
も
と
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
O
B
会
を
本
町
言
の
え
ね
」

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

村
上
先
生
ご
夫
妻
の
人
柄
に

ひ
き
寄
せ
ら
れ
集
ま
っ
た
O
B

諸
氏
は
、
に
ぎ
や
か
に
r
語
り

合
い
】
を
始
め
、
酒
が
入
る
ほ

ど
盛
り
上
が
り
、
琶
今
、
将

来
の
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題

の
も
と
、
あ
ち
こ
ち
で
楽
し
い

会
話
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し

た
。皆
、
酒
と
と
も
に
、
r
語
り
合

い
】
が
心
の
中
を
、
は
じ
け
る

よ
う
に
「
こ
お
ど
り
」
し
て
い

ろ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
会
の
締
め
く
く
り
は
、

一
同
河
を
組
み
、
声
を
張
り
上

げ
て
の
校
歌
斉
唱
。
次
回
の
再

会
を
的
し
、
拍
手
で
散
会
。
有

志
は
、
社
長
心
遣
い
の
二
次
会

場
へ
。久
び
さ
の
充
実
感
、
満
足
感

は
、
校
歌
・
応
援
歌
集
の
C
D

の
購
入
数
3
5
が
示
す
と
お
り
で

あ
る
。
今
回
、
や
む
を
得
ず
参

加
し
か
ね
た
仲
間
か
ら
の
購
入

希
望
も
相
次
い
で
い
る
。

さ
て
次
回
は
、
卒
業
5
0
周
年

に
あ
た
る
明
後
年
、
平
成
1
5
年

三
〇
〇
三
）
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
あ
た
か
も
こ
の
年
は
、

若
い
つ
も
り
の
わ
れ
わ
れ
も
、

つ
い
に
「
人
生
七
十
古
来
稀
な

り
」
在
甫
）
の
古
希
を
迎
え
る
。

一
層
の
盛
会
が
予
想
さ
れ
、
今

か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
新
聞
報

道
に
よ
れ
ば
、
元
気
な
テ
ニ
ス

部
を
始
め
、
物
理
部
、
化
学
部

な
ど
後
輩
諸
君
の
活
躍
が
目
覚

ま
し
い
。
今
ア
テ
ル
イ
の
高
橋

克
彦
氏
の
変
わ
ら
ぬ
ご
活
願
も

す
ぼ
ら
し
い
が
、
と
り
わ
け
後

潔
諸
氏
、
諸
君
の
活
躍
ほ
ど
嬉

し
い
も
の
は
な
い
。
心
か
ら
の

敬
意
と
祝
恵
を
表
し
、
一
層
の

ご
活
踪
、
ご
健
闘
を
期
待
し
た

ヽ
一
〇

同
窓
会
学
年
理
事

村
上
　
昇

▼
東
京
石
桜
同
窓
会

1
0
月
6
日
午
後
6
時
3
0
分
よ

り
東
京
港
区
の
青
山
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ホ
ー
ル
で
、
学
校
か
ら
菊

地
治
雄
校
長
、
佐
藤
正
俊
先
生
、

藤
原
隆
史
先
生
、
同
窓
会
か
ら

村
上
照
五
郎
副
会
長
が
出
席

し
、
約
6
0
名
の
参
加
で
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
新
2
3
回
生
の
東

京
工
科
大
学
工
学
部
電
子
工
学

科
数
撃
二
田
地
成
幸
氏
の
講
演

が
行
わ
れ
、
続
く
第
二
部
で
は

総
会
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
会
員
の
紹
介
や
、
旧
制

卒
業
生
の
方
々
の
紹
介
な
ど
和

や
か
な
う
ち
に
、
校
歌
斉
唱
・

万
歳
三
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

▼
仙
台
石
桜
岡
来
会

8
月
u
日
午
後
6
時
か
ら
第

5
回
仙
台
石
桜
同
窓
会
総
会
が

仙
台
市
内
「
美
点
花
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
窓
会
を
代
表
し

て
下
河
原
善
嗣
郎
会
長
が
出
席

し
、
足
澤
至
元
先
生
も
ご
来
賓

と
し
て
出
席
さ
れ
、
約
2
0
名
の

参
加
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
雫
石
石
桜
会

3
月
2
2
日
に
雫
石
石
桜
会
総

会
が
「
雫
石
中
央
公
民
館
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
を
代
表

し
て
米
田
先
生
が
、
同
窓
会
を

代
表
し
て
村
上
照
五
郎
副
会
長

が
出
席
し
、
約
3
0
名
が
参
加
し

盛
大
に
盛
り
上
が
っ
た
会
と
な

り
ま
し
た
。

▼
岩
手
町
石
桜
会

1
2
月
1
日
午
後
6
時
3
0
分
か

ら
第
12
回
定
期
総
会
が
野
口
町

「
奈
良
屋
」
で
行
わ
れ
、
学
校
側

か
ら
は
菊
地
校
長
が
出
席
し
、

約
2
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
日
大
石
桜
会

1
1
月
8
日
に
日
大
石
桜
会
総

会
が
盛
岡
市
内
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
か
ら

は
菊
地
校
長
が
、
同
窓
会
か
ら

は
村
上
周
五
郎
会
長
と
村
井
紀

之
副
会
長
が
出
席
し
、
約
2
0
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。

＊
O
B
会
の
総
会
や
各
回
生
の

集
ま
り
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

岩
手
高
校
内
、
同
窓
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

る
様
で
し
た
。

こ
の
自
由
な
r
語
り
合
い
山

は
、
伝
統
で
す
。
大
事
に
し
な

が
ら
O
B
会
を
育
て
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
多
数
参
加
し
て

下
さ
い
。

ま
た
1
0
月
の
石
桜
同
窓
会
総

会
に
お
き
ま
し
て
、
村
上
先
生

が
新
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ご
挨
拶
の
中
で
「
皆
様
の

力
を
借
り
、
皆
様
と
と
も
に
石

桜
同
窓
会
を
発
展
さ
せ
た
い
。
」

と
い
う
、
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
村
上
先
生
の
お
人
柄

で
、
石
桜
同
窓
会
も
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
O
B
会
も
、
ま
す
ま
す

発
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
心
よ
り
思
う
と
と
も
に
、
O

B
皆
様
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加

が
、
同
窓
会
も
O
B
会
も
必
ず

育
て
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。藤
原
一
郎
（
新
2
3
回
）

●

新
柑
回
生
、
t
球
会
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
、
グ
ア
ム

で
盛
り
上
が
る
1

新
1
9
回
生
は
年
に
1
回
の
同

窓
会
、
年
に
2
回
の
ペ
ー
ス
で

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
い

る
。
昨
年
は
2
0
世
紀
最
後
の
年

を
記
念
し
、
1
1
月
1
日
か
ら
1

泊
5
日
の
グ
ア
ム
で
の
ゴ
ル
フ

ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。
珍
プ
レ
ー

こ
型
列
左
か
ら
中
村
「
書
…

…
田
正
夫
、
八
重
樫
仁

後
列
左
か
ら
ゲ
ス
ト
等
栄

－
（
哲
人
君
の
友
人
）
、
新

屋
明
生
、
伊
】
謄
善
一
甥
、
角

田
克
保
、
吉
田
哲
人

の
続
出
で
に
ぎ
や
か
な
コ
ン
ペ

と
な
り
、
気
持
ち
は
一
気
に
学

生
時
代
に
戻
り
楽
し
い
旅
行
だ

っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
4
年
に
1
回
は

海
外
で
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
と

誓
い
あ
っ
た
。
●

新
口
回
生
同
期
会

8
月
12
日
に
盛
岡
市
内
「
ホ

テ
ル
エ
ー
ス
」
で
平
成
7
年
以

来
6
年
ぶ
り
、
4

5
名
が
参
加
。

学
校
か
ら
、
遠
藤
踵
中
元
校
長
、

現
同
窓
会
長
村
上
照
五
郎
先
生
、

坂
本
悟
郎
先
生
が
出
席
し
た
。

●薪
2
回
生
同
期
会

1
2
月
5
日
新
2
回
生
の
学
年

会
が
繋
温
泉
「
ホ
テ
ル
愛
真
館
」

で
行
わ
れ
、
ご
来
賓
と
し
て
吉

田
良
作
先
生
と
足
澤
至
元
先
生

に
ご
出
席
頂
き
、
同
窓
会
か
ら

は
村
上
照
五
郎
会
長
が
出
席

し
、
2
8
名
の
参
加
に
よ
り
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

桜
球
会

4
月
1
4
日
（
土
）

・
平
成
13
年
度
桜
球
会
総
会

（
初
駒
八
幡
店
）
中
屋
敷
美

音
男
事
務
局
長
へ
新
2
3
回
生
）

監
督
就
任
に
伴
い
、
明
戸
均
（
新

2
1
回
生
）
事
務
局
長
就
任
。
2
4

名
参
加
。
学
校
よ
り
菊
地
校

長
・
米
田
野
球
部
長
参
加
。

6
月
2
4
日
（
日
）

・
桜
球
会
親
睦
ゴ
ル
フ
（
八
幡

平
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

優
勝
者
小
田
三
司
（
新
2
2

回
生
）
、
1
2
名
参
加

中
鼻
糞
善
男
（
新
2
3
回
）

≡
≡
≡
≡
≡
≡
蔓
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡

｝
事
務
局
よ
り

本
年
夏
頃
多
く
の
同
窓
生
に

岩
手
高
校
の
卒
業
生
名
簿
を
作

成
し
ま
す
と
い
う
往
復
は
が
き

が
届
い
た
よ
う
で
す
が
、
昨
年

2
0
0
0
年
版
を
作
成
し
た
ば

か
り
で
新
名
簿
作
成
は
1
～
5

年
後
と
な
り
ま
す
。
そ
の
頃
は

何
件
か
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
予
定
は
な
い
と
い

う
ご
返
事
を
い
た
し
ま
し
た
が
、

中
に
は
往
復
は
が
き
を
出
さ
れ

た
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。
気
が

つ
い
て
取
り
消
し
通
知
を
出
し

た
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。
新
名

簿
に
つ
き
ま
し
て
は
学
校
の
同

窓
会
事
務
局
か
、
印
刷
業
者
は

卒
業
生
の
い
る
山
口
北
州
印
刷

（
盛
岡
）
で
す
の
で
、
そ
の
ど
ち

ら
か
し
か
案
内
の
発
送
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
お
気
を
つ
け
下

さ
い
。
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